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安藤重春《雨の華》1979（昭和54）年　岩絵具・紙　218.0×163.4cm　当館蔵

　当館は一昨年に開館20周年を迎えましたが、より市
民の方々に当館コレクションを知っていただき、なお
かつ興味をもっていただきたいと、今年４月22日から
７月６日まで、近代の作品の中から人気投票を行いま
した。その50位までの結果は今年度第２回常設展示室
の第１室から第３室の中で発表しました（７月13日～
10月19日）。
　投票してくださった方は合計591人で、候補作100点
（前号で掲載）の中からお気に入りの１位から３位ま
でご記入いただきました。そこで、１位を３点、２位
を２点、３位を１点として総計した結果、第１位は《雨
の華》（安藤重春作）、第２位は《フローラ》（バーン
＝ジョーンズ作）、第３位は《エグリントン伯爵夫人、
ジェーンの肖像》（レイノルズ作）となりました。詳
しくは次ページをご覧ください。

「私のお気に入りベスト展」

第１位は《雨の華》（安藤重春作）

（順位　作者名《作品名》得点の順に掲載）

順位 作者名 作品名 得点
１ 安藤重春 《雨の華》 183
２ サー・Ｅ・Ｃ・バーン＝ジョーンズ 《フローラ》 180
３ サー・ジョシュア・レイノルズ 《エグリントン伯爵夫人、ジェーンの肖像》 159
４ 斎藤　清 《珊瑚》 104
５ 佐藤潤四郎 《オブジェ・羊車》 92
６ 棟方志功 《愛染菩薩図（「雨ニモ負ケズ」四韻）》 90
７ 諫山麗吉 《甲州猿橋》 89
８ Ｊ・Ｍ・Ｗ・ターナー 《カンバーランド州のコールダー・ブリッジ》 77
８ 中川八郎 《秋郊》 77
10 ジョン・マーティン 《フレッシュウォーター・ベイ》 71
11 ダンテ・ガブリエル・ロセッティ 《マドンナ・ピエトラ》 70
12 小林万吾 《朽葉の袖》 68
13 水田荘介 《青衣の女》 66
14 ジョン・ウィリアム・ウォーターハウス 《フローラ》 61
15 栗原忠二 《ヴェニス風景》 60
15 真野紀太郎 《ウェリントン植物園》 60
17 小出楢重 《自画像》 59
18 サー・フランク・ブランギン 《ヴェニス・運河》 55
19 古賀春江 《蝸牛のいる田舎》 54
19 横井弘三 《料治朝鳴氏の家族》 54
21 リチャード・ウィルソン 《キケロの別荘》 51
22 野崎華年 《富士》 48
23 オーブリー・ビアズリー 《おまえの口に口づけしたよ、ヨカナーン》 47
24 北川民次 《アメリカ婦人とメキシコ女》 43
24 三木宗策 《威容抱慈（坂上田村麻呂像）》 43
26 岸田劉生 《銀座数奇屋橋》 42
26 アルバート・ジョゼフ・ムーア 《黄色いマーガレット》 42
26 青津清喜 《窓際》 42
29 石川寅治 《房総風景》 40
29 荻生天泉 《行成卿》 40
29 鎌田正蔵 《基地の風景（B）》 40
32 梶田半古 《蝶》 37
32 高橋勝蔵 《桃と葡萄》 37
32 高橋由一 《風景（鳥海山）》 37
35 ジョン・コンスタブル 《デダムの谷》 36
35 藤島武二 《「耕到天」習作》 36
37 土橋　醇 《イル・ド・フランス》 35
38 五百城文哉 《日光》 33
39 アルフレッド・ウィリアム・パーソンズ 《箱根の秋》 31
39 広瀬孝次 《田園景色》 31
41 サー・アルフレッド・イースト 《村の茶店、箱根》 30
41 黒沢吉蔵 《ガスタンクのある風景》 30
41 高村真夫 《風景》 30
44 林　武 《女》 29
45 ジョン・ヴァーレー・ジュニア 《宮島の街並》 28
46 彭城貞徳 《雪景色》 26
46 山本芳翠 《園田銈像》 26
48 吉田　博 《ウィンザー城》 25
49 Ｊ・Ａ・Ｍ・ホイッスラー 《ラルエット坊や》 24
49 中村　彝 《朝顔》 24



●男女比　全体 ●年代比　全体

男　186
31％

女　346
59％

無回答
59
10％

10代　64
11％

20代　49
8％
30代　49
8％

40代　74
13％

50代　99
17％

60代　106
18％

70代　63
11％

80代　6
1％

10歳未満
3　0％

無回答　78
13％

「私のお気に入りベスト展」「私のお気に入りベスト展」
報 告

　ベスト３に選ばれた３点の票の内訳を、グラフで表しまし
た。ベスト３の３作品が、どのような方々に人気があるのか、
それぞれの作品がどのような層から支持されているのかが見え
てくればと思います。

　ベスト３に選ばれた３点の票の内訳を、グラフで表しまし
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それぞれの作品がどのような層から支持されているのかが見え
てくればと思います。
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投票用紙には１位から３位まで記入され
ましたが、ここでは、それぞれ何位の票
がいくつ入ったのかを見てみます。
１位に最も多く投票されたのは、当館看
板娘「フローラ」ですが、総合ポイント
では２位となりました。

ベスト３に投票された方の男女比です。
「雨の華」は８割が女性で、圧倒的に女
性人気が高いことがわかります。
「フローラ」は全体の男女比（円グラフ）
と比較して、やや男性人気が高いようで
す。

「ジェーンの肖像」は、10代の得票率が
他の２点の倍以上ありました。学校の見
学授業で紹介される機会が多いためかも
しれません。

※10歳未満と80代以上は０票のため省略

サー・エドワード・コーリー・バーン＝ジョーンズ
《フローラ》

1868-84年　油彩・キャンバス
95.5×64.9cm　当館蔵

サー・ジョシュア・レイノルズ
《エグリントン伯爵夫人、ジェーンの肖像》

1777年　油彩・キャンバス
238.9×146.8cm　当館蔵

第２位第３位
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お
も
に
江
戸
時
代
、
庶
民
の
間
で
大
流
行
し
た

「
判
じ
絵
」。
浮
世
絵
師
た
ち
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

図
柄
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
身
の
回
り
の

様
々
な
も
の
の
名
前
や
地
名
、
人
名
な
ど
が
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
判
じ
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
推
し
は
か
っ

て
考
え
る
、
考
え
て
意
味
を
解
く
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
に
由
来
す
る
「
判
じ

絵
」
は
、
浮
世
絵
師
た
ち
の
遊
び
心
の
詰
ま
っ
た

図
柄
の
組
み
合
わ
せ
を
、「
ク
イ
ズ
」
や
「
な
ぞ

な
ぞ
」
の
よ
う
な
感
覚
で
読
み
解
い
て
い
く
も
の

で
す
。
同
音
異
義
語
の
多
い
日
本
語
の
特
性
を
生

か
し
、
同
じ
言
葉
で
も
様
々
な
図
柄
で
表
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
言
葉
の
意
味
と
は
ま
っ
た
く

関
係
の
な
い
図
柄
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
読
み
解
く
に
は
柔
軟
な

発
想
力
と
想
像
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

大
判
じ
絵
展

関
連
行
事

○
講
演
会
「
な
ぞ
な
ぞ
絵
解
き　

判
じ
絵
の
世
界
」

　

講
師　

岩
崎
均
史
さ
ん
（
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
長
）

　

日
時　

11
月
２
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

場
所　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

○H
A

N
JI-E, N

ew
 W

ave

　

郡
山
市
内
の
専
門
学
校
生
が
制
作
し
た「
判
じ
絵
」を
展
示
し
ま
す
。

　

会
場
：
展
示
室
前
ロ
ビ
ー

○
映
画
会
「
最
後
の
忠
臣
蔵
」（
２
０
１
０
年　

１
３
３
分
）

　

日
時　

12
月
13
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

○
美
術
講
座

・「
判
じ
絵
入
門
編
」

　

日
時　

11
月
16
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室
（
入
場
無
料
）

・「
国
芳
と
判
じ
絵
」

　

日
時　

12
月
７
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室
（
入
場
無
料
）

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

日
時　

11
月
９
日
㈰
、
11
月
24
日
（
月
・
祝
）、

　
　
　
　

12
月
14
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

１１月１日㈯～１２月２１日㈰

休館日　毎週月曜日
（11月３日、同24日は開館・翌日休館）

観覧料　一　　般 800（640）円
　　　　高・大生 500（400）円

※（　）内は20名以上の団体料金。中学生以下、
65歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料。

主　催　郡山市立美術館
監　修　岩崎均史
　　　　（練馬区石神井公園ふるさと文化館館長）

す
。
一
見
と
て
も
難
解
に
感
じ
る
判
じ
絵
で
す
が
、

読
み
解
き
方
に
は
い
く
つ
か
法
則
が
あ
り
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
は
単
純
な
も
の
で
す
。
こ
の
法
則
を
当

て
は
め
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
関
連
性
の
な
い
図
柄

の
組
み
合
わ
せ
が
何
を
表
し
て
い
る
の
か
を
考
え

て
い
く
の
で
す
。
こ
の
不
思
議
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
で
き
る
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

あ
り
え
な
い
状
況
の
図
柄
が
、
判
じ
絵
の
お
も
し

ろ
さ
で
あ
り
、
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
判
じ
絵
の
中
に
は
、
一
枚
の
錦
絵
に
決
め

ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
判
じ
絵
が
複
数
描
か
れ
た

「
も
の
尽
く
し
判
じ
物
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
絵
の
中
に
表
さ
れ
た
人
物
な
ど
の
豊
か
な
表

情
や
動
作
の
表
現
は
、
人
々
の
興
味
を
引
き
、
判

じ
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
浮
世
絵
師

自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
描
い
て
い
た
こ
と
を
表
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
見
る
人
の
発
想

力
を
試
し
、
な
ぞ
解
き
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
判
じ

絵
。
図
柄
が
表
し
て
い
る
言
葉
を
伝
え
よ
う
と
す

る
一
方
で
、
簡
単
に
は
解
け
な
い
よ
う
に
、
絵
師

自
身
も
想
像
力
を
活
発
に
は
た
ら
か
せ
、
遊
び
心

溢
れ
る
図
柄
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
、
豊
国
、
国
貞
、
国
芳
ら
に
よ
る
浮

世
絵
を
中
心
に
様
々
な
形
の
判
じ
絵
を
、「
入
門

編
」「
地
名
編
」「
動
物
編
」「
植
物
・
食
べ
物
・

道
具
編
」「
芸
能
・
娯
楽
編
」「
ち
ょ
っ
と
上
級
編
」

「
南
部
絵
暦
と
め
く
ら
経
編
」「
謎
染
編
」
に
分
け

て
展
示
し
て
い
ま
す
。
浮
世
絵
の
ほ
か
に
は
、
屏

風
や
暦
、
お
経
、
近
代
資
料
な
ど
に
見
ら
れ
る
判

じ
絵
的
な
表
現
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
鑑

賞
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、
江
戸
以
来
の
庶
民

を
魅
了
し
た
「
目
で
見
る
な
ぞ
な
ぞ
」
の
世
界
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
館
学
芸
員　

新
田
量
子
）

歌川重宣《江戸名所はんじもの》大判錦絵　蛇足庵蔵

歌川重宣《勝手道具はんじもの　下》大判錦絵　蛇足庵蔵
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舟
越
保
武
彫
刻
展

―
ま
な
ざ
し
の
向
こ
う
に
―

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯
～
３
月
22
日
㈰

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

観
覧
料
　
一
　
　
般
　
800
　
640
　
円

　
　
　
　
高
・
大
生
　
500
　
400
　
円

※ 

　
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中
学
生
以
下
、
65

歳
以
上
、
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

主
　
催
　
郡
山
市
立
美
術
館
　
読
売
新
聞
社

　
　
　
　
美
術
館
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
福
島
民
友
新
聞
社
　
福
島
中
央
テ
レ
ビ

協
　
賛
　
ラ
イ
オ
ン
　
清
水
建
設
　
大
日
本
印
刷

　
　
　
　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜 

協
　
力
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
せ
い
ほ
う

（ ）（ ）

（ ）

　

岩
手
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
彫
刻
家
舟
越
保
武

（
１
９
１
２
～
２
０
０
２
）
は
、
静
か
で
優
し
い

面
持
ち
の
優
美
な
女
性
像
、
内
面
に
激
し
い
精
神

性
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
を
主
題
と

し
た
作
品
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ン
ズ
の
ほ

か
、
大
理
石
や
砂
岩
に
よ
る
彫
像
を
制
作
し
、
戦

後
日
本
の
具
象
彫
刻
を
代
表
す
る
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

舟
越
が
彫
刻
家
を
志
し
た
の
は
、
盛
岡
中
学
時

代
に
読
ん
だ
高
村
光
太
郎
編
訳
『
ロ
ダ
ン
の
言

葉
』
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ロ
ダ
ン
へ
の
憧
れ
か

ら
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
高
村
光
太
郎
の
詩
心
あ
ふ

れ
る
美
し
い
文
章
に
心
を
打
た
れ
、
芸
術
家
の
道

を
歩
み
ま
す
。
舟
越
は
芸
術
に
お
い
て
、
詩
情
と

い
う
も
の
を
美
の
根
源
で
あ
り
核
で
あ
る
と
と
て

も
大
切
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で

も
あ
っ
た
舟
越
の
文
章
か
ら
は
対
象
へ
の
真
摯
な

ま
な
ざ
し
が
読
み
取
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
作
品
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
う

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
深
い
詩
心
が
静
か
に
、
時
に

激
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

優
し
く
上
品
な
表
情
が
魅
力
的
な
《
聖
セ
シ
リ

ア
》（
図
１
）
は
諫い

さ

早は
や

石
と
い
う
長
崎
の
砂
岩
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
大
理
石
彫
刻
を
手
掛

け
た
舟
越
で
す
が
、
や
が
て
現
代
の
明
る
い
照
明

に
大
理
石
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
こ
の
諫
早
石
で
し

た
。
光
を
柔
ら
か
く
受
け
止
め
る
砂
岩
の
彫
刻
に

は
、
沁
み
渡
る
よ
う
な
温
か
い
表
情
が
表
れ
て
い

ま
す
。

　
《
原
の
城
》（
図
２
）
は
、
島
原
・
天
草
の
乱
の

舞
台
で
あ
る
原
城
を
訪
れ
た
際
に
、
討
ち
死
に
し

た
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
が
亡
霊
の
よ
う
に
立
ち
上
が

る
姿
を
思
い
描
い
た
経
験
か
ら
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
空
洞
に
な
っ
て
い
る
眼
、
気
力
だ
け
で
立
っ

て
い
る
よ
う
な
佇
ま
い
が
、
私
た
ち
に
様
々
な
想

い
を
起
こ
さ
せ
ま
す
。
ど
こ
を
見
る
わ
け
で
も
な

い
、
た
だ
そ
こ
に
居
る
姿
だ
け
で
、
キ
リ
シ
タ
ン

一
揆
の
凄
惨
さ
を
私
た
ち
に
強
く
訴
え
か
け
て
く

る
よ
う
で
す
。

　

晩
年
、
舟
越
は
脳
梗
塞
に
倒
れ
て
右
半
身
の
自

由
を
奪
わ
れ
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
左
手
で
制
作
を

続
け
ま
す
。「
病
気
で
苦
し
め
ら
れ
て
精
神
的
に

あ
る
意
味
で
浄
化
さ
れ
た
気
が
す
る
。
そ
の
気
持

ち
を
夢
中
に
な
っ
て
ぶ
つ
け
て
、
粘
土
が
形
に

な
っ
た
。」
と
《
ゴ
ル
ゴ
ダ
》（
図
３
）
に
つ
い
て

述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
作
品
で
は
美
し
い

造
形
の
内
面
に
深
く
宿
っ
て
い
た
精
神
性
が
、
不

自
由
な
左
手
の
制
作
に
よ
っ
て
む
き
出
し
に
な
っ

て
現
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
展
で
は
、
国
内
の
代
表
的
な
作
品
を
集
め
た

彫
刻
約
60
点
、
未
公
開
の
も
の
を
含
む
多
数
の
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
展
示
し
、
舟
越
の
生
涯
の
制
作
活

動
を
辿
り
ま
す
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
真
っ
直

ぐ
な
ま
な
ざ
し
か
ら
生
ま
れ
た
詩
情
で
あ
り
、
作

品
に
よ
っ
て
そ
の
味
わ
い
を
変
え
な
が
ら
常
に
見

る
も
の
を
引
き
付
け
る
の
で
し
ょ
う
。
静
か
な
中

に
も
力
強
い
美
し
さ
を
持
つ
舟
越
保
武
の
世
界
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

(

当
館
学
芸
員　

田
中
有
沙
子
）

図3　《ゴルゴダ》1989（平成元）年
　　  ブロンズ　岩手県立美術館蔵

図2　《原の城》1971（昭和46）年
　　  ブロンズ　岩手県立美術館蔵

図1　《聖セシリア》1980（昭和55）年
　　　諫早石　岩手県立美術館蔵

※このページの写真はすべて
　大谷一郎氏撮影。

関
連
行
事

○
講
演
会「
船
越
保
武
と
祖
父
・
萩
原
朔
太
郎
の
像
に
つ
い
て
」

　

講
師　

萩
原
朔
美
氏
（
多
摩
美
術
大
学
教
授
）

　

日
時　

平
成
27
年
２
月
１
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

場
所　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

○
映
画
会

・「
殉
教
血
史　

日
本
26
聖
人
、
わ
れ
世
に
勝
て
り
」

　
（
１
９
３
１
年　

カ
ラ
ー　

１
５
２
分
）

　

日
時　

平
成
27
年
２
月
22
日
㈰
、
３
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

○
美
術
講
座

・「
舟
越
保
武
と
《
長
崎
26
殉
教
者
記
念
像
》」

　

日
時　

平
成
27
年
２
月
７
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室
（
入
場
無
料
）

・「
舟
越
保
武
の
仕
事
」

　

日
時　

平
成
27
年
３
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室
（
入
場
無
料
）

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

日
時　

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯
、２
月
11
日
（
水
・
祝
）、

　
　
　
　

２
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

※�

他
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
館
内
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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今
夏
の
企
画
展
「
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
所
蔵　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン　
～
英
国
に
集
う

花
々
～
」
の
会
期
中
に
、「
ガ
ー
デ
ン
・
デ
ザ
イ
ン

を
楽
し
む
」
と
題
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
本
展
で
は
、
近
代
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
の
母
と
称
さ
れ
る
、
ガ
ー
ト
ル
ー

ド
・
ジ
ー
キ
ル
（
１
８
４
３
～
１
９
３
２
）
の
業

績
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ー
キ
ル
の
庭
づ
く
り

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
ガ
ー
デ
ン
・
デ
ザ
イ
ン

を
テ
ー
マ
に
企
画
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
初
心
者
か
ら
愛
好
者
ま
で
15
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
美
術
館
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
造
園
さ
れ
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ガ
ー
デ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
」
前
へ
。
講
師
の
菊
地
裕

美
さ
ん
が
、
彩
り
豊
か
に
美
し
く
配
さ
れ
た
花
やワークショップ風景

ワークショップ「命を染める　桜」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
会場：創作スタジオ

三春滝桜の間伐材を用いた桜染めのワークショップでした。染色
についての講義を交えて、アルミ媒染、鉄媒染により、絹のスカー
フ２種を染めました。状態のよい染液で見事に発色しました。

公開ワークショップ
「ハーブで楽しむイングリッシュ・ガーデン」
講師：瀧田勉（ハーブ研究家）　会場：階段ホール

中通りを中心に活動していらっしゃる瀧田さんに、ハーブをはじめとし
た植物の特徴や庭造りなどについて実演を交えながらお話しいただきま
した。

草
木
を
前
に
、
ジ
ー
キ
ル
の
ガ
ー
デ
ン
・
デ
ザ
イ

ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
講
師
の
菊
地
さ
ん
は
、イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ガ
ー
デ
ン
文

化
に
造
詣
が
深
く
、
ガ
ー
デ
ナ
ー
と
し
て
幅
広
く

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。「
植
物
を
美
し
い
絵
を
描
く

よ
う
に
植
え
る
こ
と
を
提
唱
し
た
、
ジ
ー
キ
ル
の

カ
ラ
ー
・
ス
キ
ー
ム
（
色
彩
設
計
）
を
取
り
入
れ

る
に
は
、
生
長
に
伴
う
植
物
の
変
化
を
想
像
し
て

植
栽
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」と
、菊
地
さ
ん
。

そ
の
こ
と
ば
通
り「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・ガ
ー
デ
ン・

コ
ー
ナ
ー
」
も
、
花
に
よ
っ
て
開
花
の
時
期
が
異

な
っ
た
り
枝
葉
が
色
づ
く
な
ど
景
色
を
変
え
な
が

ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
愛
情
に
も
応
え
る
か
の
よ
う
に
、

会
期
中
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
た
の
で
し
た
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
い
よ
い
よ
ガ
ー
デ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
で
す
。
今
回
試
み
た
の
は
、

ジ
ー
キ
ル
が
唱
え
た
「
対
比
と
調
和
」
に
基
づ
く

ガ
ー
デ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
。
そ
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー

系
、
イ
エ
ロ
ー
系
、
レ
ッ
ド
系
な
ど
色
味
や
形
に

特
徴
の
あ
る
リ
ー
フ
類
や
、
背
丈
の
あ
る
ラ
ヴ
ェ

ン
ダ
ー
や
サ
ル
ビ
ア
の
仲
間
、暑
さ
に
強
い
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
な
ど
、
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
多
種
多
様
の
鉢
植
え
が
一
カ
所
に
集
め

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、整
然
と
並
べ
ら
れ
た
鉢
植
え
の
中
か
ら
イ
メ
ー

ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
び
、
花
壇
に
見
立
て

た
角
材
の
木
枠
の
内
側
に
配
置
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
、
植

物
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。」
菊
地
さ
ん
か
ら
適
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
、
視
線
を
集
め
る
フ
ォ
ー
カ
ル
ポ
イ

ン
ト
の
鉢
を
決
め
た
り
、
前
後
左
右
、
隣
接
す
る

植
物
の
色
の
組
み
合
わ
せ
や
高
さ
の
バ
ラ
ン
ス
に

頭
を
悩
ま
せ
た
り
…
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
終
段
階
で
は
、
設
置
空

間
と
の
「
対
比
と
調
和
」
を
意
識
し
て
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
美
術
館
の
前
庭
に
ガ
ー
デ
ン
・
コ
ー
ナ
ー

を
設
営
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
が
、

植
物
の
配
色
や
配
置
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
さ
ら
に

景
観
と
の
関
係
性
を
意
識
し
た
こ
と
で
、
奥
行
き

の
あ
る
印
象
深
い
ガ
ー
デ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
グ
ル
ー
プ
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
、
和
気
あ
い

あ
い
と
作
業
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
美
術
館
の

前
庭
や
キ
ャ
ノ
ピ
ー
に
完
成
し
た
ガ
ー
デ
ン
・
コ
ー

ナ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
大
満
足
の
様
子

で
し
た
。

（
当
館
学
芸
員　
永
山
多
貴
子
）

平
成
26
年
７
月
５
日
㈯

講
師　

菊
地
裕
美
さ
ん　

菊
地
徹
さ
ん

　
　
　
　
　
（
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
森
の
風
）

会
場　

前
庭

平成26年
８/10㈰

平成26年
８/9㈯

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告

「
ガ
ー
デ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
む
」
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
ジ
オ
ラ
マ
を
つ
く
ろ
う
」

平
成
26
年
10
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

講
師　

諸
星
昭
弘
さ
ん

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ

　
ジ
オ
ラ
マ
の
楽
し
さ
は
？
と
質
問
さ
れ
た
ら
迷
わ

ず
「
神
様
に
な
っ
た
気
分
で
町
を
作
れ
る
こ
と
」
と

答
え
ま
す
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
ジ
オ
ラ

マ
を
つ
く
ろ
う
」
も
そ
の
気
分
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
10
月
４
～
５
日
の
２
日
間
行

わ
れ
た
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
ゲ
ー
ジ
」
は
電
源
装
置
を
使
っ
て
自
在
に
走

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
鉄
道
の
模
型
で
す
。
精
巧
に

で
き
た
列
車
を
操
る
の
は
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も

夢
中
に
さ
せ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
誰
で
も

が
一
度
は
夢
に
描
く
の
が
実
際
の
よ
う
な
風
景
の
中

を
走
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

　
風
景
の
模
型
は
よ
く
「
ジ
オ
ラ
マ
」
と
か
「
箱
庭
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
鉄
道
模
型
の
世
界
で
は
「
レ
イ
ア

ウ
ト
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
ま
す
。「
レ
イ
ア
ウ

ト
」は「
配
置
す
る
」の
意
味
。
ジ
オ
ラ
マ
を「
配
置
」

と
呼
ぶ
理
由
に
は
こ
の
趣
味
の
楽
し
さ
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
線
路
や
駅
、
木
や
家
と
い
っ
た

情
景
を
つ
く
る
要
素
を
自
由
に
「
配
置
」
を
し
て
い

く
こ
と
で
思
い
描
く
景
色
を
つ
く
る
こ
と
。
景
色
に

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
会
で
も
田
舎
で
も
、
日

本
で
も
外
国
で
も
好
み
の
ま
ま
で
す
。
ま
た
時
間
軸

も
自
由
で
、
懐
か
し
い
時
代
で
も
未
来
の
風
景
で
も

よ
い
、ま
さ
に
「
創
造
の
神
」
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
参
加
者
の
方
々
に
も
そ
ん
な
気
分
で
自
由
に
デ
ザ

イ
ン
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
き
な
り
デ
ザ
イ
ン

と
い
っ
て
も
戸
惑
う
方
も
い
て
「
う
ー
む
」
と
考
え

込
む
姿
に
、
心
を
鬼
に
し
て
手
助
け
を
し
ま
せ
ん

（
笑
）。
み
ん
な
で
同
じ
も
の
を
作
る
の
に
あ
ま
り
面

白
さ
を
感
じ
な
い
か
ら
で
す
。
最
初
は
悩
ん
で
い
た

方
々
も
徐
々
に
下
書
き
が
始
ま
り
、
周
囲
の
人
と
ア

イ
デ
ア
を
交
換
し
た
り
し
な
が
ら
全
員
の
イ
メ
ー
ジ

が
固
ま
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
動
き
出
し
た
汽
車
と

同
じ
、
あ
と
は
手
を
動
か
し
て
ド
ン
ド
ン
作
る
だ
け

で
す
。

　
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
地
面
を
削
り
川
や
丘
を
作
っ

た
ら
ベ
ー
ス
の
地
面
の
色
を
塗
り
ま
す
。
昼
食
を
挟

ん
で
カ
ラ
ー
パ
ウ
ダ
ー
で
土
や
草
を
表
現
し
て
、
田

ん
ぼ
や
畑
、樹
木
を
作
っ
て
土
台
に
張
り
付
け
ま
す
。

最
後
に
家
を
固
定
し
た
ら
完
成
。
言
葉
で
書
け
ば
数

行
で
す
が
、
実
際
は
ド
タ
バ
タ
と
い
ろ
い
ろ
な
素
材

や
工
作
技
法
が
出
て
き
て
大
変
で
す
。
で
も
材
料
と

格
闘
し
て
い
く
う
ち
に
、
た
だ
の
板
だ
っ
た
と
こ
ろ

に
徐
々
に
風
景
が
形
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
最
後
は

皆
夢
中
で
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
風
景
は
ど
れ
ひ
と
つ
同
じ
も
の
は

無
く
参
加
者
の
個
性
が
出
て
い
ま
す
。
時
間
切
れ
に

な
る
か
ら
と
止
め
て
い
た
「
ト
ン
ネ
ル
」
を
い
つ
の

ま
に
か
作
っ
て
し
ま
っ
た
方
、
畑
の
作
物
ま
で
キ
レ

イ
に
表
現
し
た
方
、
夢
中
に
な
り
丁
寧
に
仕
上
げ
て

い
た
ら
樹
木
製
作
が
間
に
合
わ
ず
に「
枯
れ
木
状
態
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
等
々
、
見
て
い
る
だ
け
で
楽

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
個
性
的
な
ジ
オ
ラ
マ
を
全
部

つ
な
げ
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
「
ジ
オ
ラ
マ
作
品
」
に

す
る
の
が
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

諸
星
昭
弘
（
ジ
オ
ラ
マ
作
家
）

神
様
に
な
っ
て
遊
ぶ
、

ジ
オ
ラ
マ
づ
く
り

ト
。
参
加
者
全
員
の
汗
と
努
力
？
の
結
晶
が
ひ
と
つ

に
つ
な
が
っ
た
時
の
嬉
し
さ
と
一
体
感
は
ま
た
格
別

で
す
。
列
車
が
出
発
す
る
と
自
然
と
拍
手
が
沸
き
ま

し
た
。

　
ジ
オ
ラ
マ
づ
く
り
は
立
体
絵
画
の
よ
う
な
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
好
き
に
な
っ
た
ら
テ
ー
マ
に
つ
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
楽
し
さ
を
よ
り
多
く
の

人
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

講師作品

指導する諸星さん（左）
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公開ワークショップ

「体験！手作りカメラでフォトモンダージュ」
平成26年5月31日㈯
講師：増谷　寛さん（植田正治事務所）
会場：創作スタジオ

第13回風土記の丘の美術展
郡山市内の小学生による作品展
平成26年７月21日（月・祝）
　　　　　　　　　　～８月24日㈰
会場：展示ロビー
主催：郡山市立美術館
　　　郡山市小学校造形教育研究会

講演会
「キュー王立植物園と植物画の歴史」
講師：大場秀章さん（東京大学名誉教授）
平成26年8月17日㈰
会場：多目的スタジオ

「ロベール・ドアノー写真展」にあわせて、
タッパーウェアなど身近な素材でカメラを作
成し、印画紙を装着させて撮影・現像を行い
ました。カメラの基本的な仕組みを学びなが
ら、最終的に参加者それぞれが個性ある合成
写真を制作できました。

郡山市内の小学生が授業で制作した作品を、
地域ごとに週替わりで展示しました。子ども
たちの素直な気持ちが表現された印象深い作
品が数多く出品されました。

企画展「イングリッシュ・ガーデン」の講演
会として、同展監修者である大場秀章さんを
お招きし、キュー王立植物園の歴史と今日に
至るまでの活動や植物画の発達などについて
お話しいただきました。

ミュージアム・コンサート
「美しきチェロの調べ　サマー・ガーデンに寄せて」
平成26年7月13日㈰
出演：横坂　源さん（チェロ）
　　　魚谷絵奈さん（ピアノ）
会場：階段ホール

「ガーデン写真大募集」
平成26年8月12日㈫～ 24日㈰
会場：企画展示室前ギャラリー

トーマス in ふれあい科学館
鉄道ジオラマ
平成26年9月6日㈯～ 10月3日㈮
会場：郡山市ふれあい科学館展望ロビー

新進気鋭のチェリストである横坂さんをお招
きし、開催中の「イングリッシュ・ガーデン」
の世界を音楽で楽しみました。なじみ深い楽
曲に加え、超絶技巧を見せ場とするような曲
目を交えたプログラム構成と、迫力ある演奏
に観客の皆さんは魅了されたようでした。

企画展「イングリッシュ・ガーデン」の関連
イベントとして、一般からガーデン写真を募
り、展示しました。合計32点の応募があり
ました。自宅の庭はもちろん、旅行先で撮影
されたものなど、バラエティに富んだ魅力的
な写真が集まりました。

郡山市ふれあい科学館では、郡山市立美術館
で行われた「絵本原画展　きかんしゃトーマ
スとなかまたち」の同時イベントとして、「ト
ーマス in ふれあい科学館鉄道ジオラマ」を
開催しました。同館の日本最大級のNゲージ
鉄道ジオラマでトーマスが元気よく走ってい
ました。

講演会「ロベール・ドアノーの世界」
平成26年6月1日㈰
講師：堀江敏幸さん（仏文学者・作家）
会場：多目的スタジオ

夏休み公開ワークショップ
第9回　風土記の丘発
図工＆美術の時間へようこそ！
平成26年8月2日㈯
会場：多目的スタジオ
講師：郡山市内の小中学校の先生方

朗読会
出演：菅佐原隆幸さん（FCTアナウンサー）
平成26年9月28日㈰
会場：多目的スタジオ

「ロベール・ドアノー写真展」にあわせて、
彼の作品について、その優れた言語感覚など
にも触れつつ、家族とのエピソードを織り交
ぜてお話しいただきました。聴講者の中には
堀江氏ご自身のファンの方々も多く、質問な
ども充実したものでした。

今年も開催された、現行の図工と美術の授業
内容を体験するワークショップ。会場内に設
けた様々な屋台と遊びのコーナーは、自由参
加で終日大勢の人でにぎわいました。

アナウンサーとして福島県内の方々にはおな
じみで、「乗り物マニア」としても知られる
菅佐原さん。「絵本原画展　きかんしゃトー
マスとなかまたち」にちなみ、蒸気機関車に
ついての楽しいお話をはさみながら、美しい
日本語でトーマスの絵本を朗読していただき
ました。
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報告
第１回「色の命、命の色」
特別講師：志村ふくみさん（染織家・人間国宝）
　　　　　志村　洋子さん（染織家）
日　　時：５月24日㈯　午後２時から
会　　場：多目的スタジオ
作品を展示した会場で、自然界の豊か
な色と日本の色について、お話しいた
だきました。

第２回「想像する力　チンパンジーが教えてくれた人間の心」
特別講師：松沢　哲郎さん（京都大学霊長類研究所教授・文化功労者）
日　　時：７月26日㈯　午後２時から
会　　場：多目的スタジオ
言葉はなくとも、深い絆で結ばれた「進
化の隣人」チンパンジーを通して知りえ
た氏の研究についてお話しいただきま
した。

Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

常
設
展
示

■
～
平
成
27
年
２
月
１
日
㈰

展
示
室
１　

英
国
風
景
画
の
巨
匠
タ
ー
ナ
ー

展
示
室
２　

近
代
日
本
の
美
術

展
示
室
３　

秋
山
泰
計
か
ら
く
り
世
界

展
示
室
４　

岸
田
劉
生
と
そ
の
時
代
／

く
ら
し
を
彩
る
デ
ザ
イ
ン

■
平
成
27
年
２
月
４
日
㈬
～

展
示
室
１　

描
か
れ
た
理
想
と
幻
想
の
世
界

展
示
室
２　

み
づ
ゑ
の
魅
力

展
示
室
３　

郡
山
ゆ
か
り
の
美
術

展
示
室
４　

英
国
キ
リ
ス
ト
教
美
術
／

仏
足
跡
と
祈
り
の
造
形

※
平
成
27
年
２
月
３
日
㈫
は
、
展
示
替
え
の
た
め
常
設

展
示
室
は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。

第
７
回
風
土
記
の
空

　

郡
山
市
内
の
中
学
校
美
術
部
・

選
択
美
術
に
よ
る
作
品
展

　

会
場
＝
ロ
ビ
ー（
無
料
）

　

会
期
＝
11
月
11
日
㈫
～
12
月
21
日
㈰

　

美
術
部
や
選
択
美
術
で
制
作
し
た
郡
山

市
内
の
中
学
生
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

　

み
ず
み
ず
し
く
、
若
さ
に
あ
ふ
れ
た
作

品
を
、
中
学
生
自
身
が
額
装
し
、
美
術
館

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

　

お
子
様
た
ち
の
学
校
で
の
ひ
と
つ
の
成

果
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ティータイムにおすすめのケーキと生クリーム・季節のフルーツを
添えたプレート。
ガトーショコラ(写真)はベリーが練り込んであり、しっかり濃厚で
ありながら後味がさっぱりとしたオリジナルレシピ。
他にチーズケーキやシフォンケーキなど、日によって焼きたて
ケーキをお楽しみいただけます。
豊富な種類のお飲物とセットでどうぞ。
特に今冬限定のアップルシナモンミルクティーがオススメです。
営業時間  11：00-17：00　電話  024-942-2250

T O P I C S美術館のカフェ　j u j u  1 3 0  c a f e
（ジュジュ　イチサンマル　カフェ）

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666  福 島 県 郡 山 市 安 原 町 字 大 谷 地130-2
電話 024-956-2200　ファックス 024-956-2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

平成26年度〈アート・テーク〉

〈アート・テーク〉
今後の予定

「アートに触れる」「アートを掴む」「アートから捉える」。アートとは、
本来は、自然に対置される人間の技能、その結果としての人工物など
を意味する言葉です。いわゆる美術に限らず、日常生活に点在する様々
な物、事象を、改めて人との関わりに注目して取り上げています。

第５回「知のかたち
　　　　　―大学博物館編④北海道大学」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
日時：平成27年１月31日㈯　午後２時から
会場：講義室

第６回「知のかたち
　　　　　―大学博物館編⑤九州大学」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
日時：平成27年３月21日㈯　午後２時から
会場：講義室
※第５回、第６回の参加は無料です。

本日のケーキセット (¥800)

年
末
年
始
と

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
12
月
28
日
㈰
か
ら
平

成
27
年
１
月
19
日
㈪
ま
で
、
館
内

消
毒
及
び
年
末
年
始
の
た
め
、
全

館
休
館
と
な
り
ま
す
。

志村ふくみさん（右）と洋子さん

昨年の額装作業の様子

第３回「知のかたち　大学博物館編③東北大学」
講　　師：佐治ゆかり（当館館長）
日　　時：９月27日㈯　午後２時から
会　　場：講義室

第４回「人形（ひとがた）　文楽の魅力」
講師：桐竹勘十郎さん（人形遣い）他
日時：11月30日㈰　午後２時から
会場：多目的スタジオ


